
2026年度（2026年4月　～　2027年3月）安全衛生管理計画書 2026年4月1日

１.リスクアセスメントの確実な運用と
 　自律的な安全衛生マネジメントシステムの確立
２.安全衛生教育の積極的な実施による安全力の向上

（副スローガン）

４.ヒューマンエラーによる災害防止対策の徹底
５.交通公衆災害・火災防止対策の徹底
６.働き方改革の推進
７.安全で快適な職場環境の形成(健康経営の推進）
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1. リスクアセスメントの確実な運用と ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　自律的な安全衛生マネジメントシステムの確立 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全審査・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎合同パトロール4回/年・安全衛生パトロール

2. 安全衛生教育の積極的な実施による安全力の向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社員教育・安全審査・安全衛生協議会等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社員教育・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社員教育・安全衛生パトロール

　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社員教育・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社員教育・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール・社内HP・社員教育

3．リスク評価の高い災害防止対策の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社員教育・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

4. ヒューマンエラーによる災害防止対策の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全教育・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

5. 交通公衆災害・火災防止対策の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール

③ アルコール検知器を使用した運転前後の酒気確認の徹底と結果に基づく対応徹底（微量の検出量であってもアルコールが検知されれば運転禁止） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生委員会・安全衛生協議会等

　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全審査・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全審査・安全衛生パトロール

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全審査・安全衛生パトロール

6．働き方改革の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生委員会・安全衛生協議会等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生委員会・安全衛生協議会等

③ 社員が自分のライフスタイルや都合に合わせて柔軟に働ける「テレワーク」・「フレックス」・「フリーアドレス」の推進による生産性の向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生委員会・安全衛生協議会等

　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール・安全衛生協議会等

７.安全で快適な職場環境の形成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生委員会・安全衛生協議会等

（健康経営の推進） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ eラーニング・安全衛生委員会等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール・安全衛生協議会等

④ 高年齢者や女性が働きやすい職場環境の整備（照度の確保・段差の解消・健康状態や体力の把握・教育実施、女性用トイレ・更衣室の設置） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生パトロール・安全衛生協議会等

⑤ 高年齢労働者の災害防止のため、建設業における酷暑な環境への対策の検討（熱中症対策の支援強化）。高年齢者へのヘルスコンデションチェックの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 安全衛生委員会・安全衛生協議会等

【法改正等の予定】 ●全国交通安全運動 ●全国火災予防運動
・高年齢者の労働災害防止のための指針（令和８年２月公示） 　 ●全国安全週間準備期間 ●年末年始労働災害防止強調期間

●全国安全週間
●全国労働衛生週間準備期間 ●全国火災予防運動

●全国労働衛生週間 ●年度末労働災害防止強調月間

　 ●全国交通安全運動

② ハラスメント防止コンプライアンス教育の徹底、メンタルヘルスケアの実施（ストレスチェック100%受検継続、産業医・産業保健師による面接指導）

③ ５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）運動の実施、休憩設備等の職場環境の整備（分煙環境、熱中症対策）

●健康診断推進運動

⑥ 火災防止対策（火気使用計画・消火器等点検・火花飛散養生・火気監視人配置・避難経路・自衛消防組織・危険物保管取扱管理）の徹底

① 時間外労働時間の削減（法的上限規制の遵守）と休日取得の推進によるワークライフバランスの充実

② 仕事と育児介護の両立支援の継続と促進（育児介護休業取得、パパ休促進）、女性活躍推進

④グリーンサイトとCCUS、顔認証ツールの連携による労務管理の効率化、ワークサイト等の活用による安全衛生活動及び日常業務の効率化推進と展開

① 健康診断（定期健康診断、二次検診、特定業務従事者、特殊健康診断）の確実な受診。健康診断受診率100％継続、二次検診受診率80％以上

③「見える化」とコミュニケーションの推進、「声かけ運動」・「３・３・３運動」・「グーパー運動」・「指差し呼称」の実施

④ リスクアセスメントを取り入れた 当日の作業内容に沿った実効的なＫＹ活動の実施、作業手順の確認及び指導、建設機械作業計画書の作成指導

① 交通災害防止の徹底（３急運転（急発進・急ブレーキ・急ハンドル）の禁止・わき見運転禁止・他車への思いやり運転・左右確認等の徹底）

② 運転者管理（安全教育・健康状態の確認（疾病、疲労、睡眠不足、アルコールチェック））の実施及び記録保管の徹底　

④ 運行管理（安全な運行経路の選定、休憩場所等を記載したハザードマップの作成、適正な運行計画の策定と実施）の徹底　

⑤ 架空線・埋設管損傷事故防止対策の徹底（事前調査の実施と作業中の監視員配置、各種センサーを用いた対策機器の活用）　

② 建機自動停止システム、レーザーバリアシステムなどの各種センサーを用いた工学的な安全対策の推進。フール・プルーフ機能の推進

　巻込まれ、転倒、交通事故、激突、動作の反動・ ③ 立入禁止措置、吊具の点検、３・３・３運動徹底による飛来・落下災害の防止。

　無理な動作、切れこすれ、熱中症、有害物との接触） ④ 墜落転落防止設備（手摺・幅木・ネット）の確実な整備及び点検。墜落制止用器具使用徹底による墜落災害の防止

⑤ 重機足場の点検整備、誘導員配置による転倒・転落災害の防止。シートベルト着用徹底による運転者の投げ出されによる挟まれ巻き込まれ災害の防止

⑥ 通路を整備し、濡れた床面での滑り、段差での躓き、バランスを崩す転倒災害の防止。トラック荷台への昇降設備、荷台上作業中の墜落制止用器具使用徹底

⑦ WBGTの活用による作業環境管理、計画的な休憩時間、定期的な水分補給指導、労働者への健康管理指導による熱中症の防止、緊急時対応の事前確認

⑧ 化学物質取り扱い時における、リスクアセスメントに基づく、必要な保護具の装着及び点検の徹底

① ヒューマンエラーによる災害防止のため「危険に対する感受性」を高める安全衛生教育の積極的な実施（クラウド型安全教育動画の展開）

④ リスクアセスメントを取り入れ、安全パトロールでの具体的な指示・指導による「現場に存在する危険への感受性」を高める教育の実施

⑤ 安全知識（法令、有資格者の配置、作業指揮者・監視人・誘導員配置、機械計画等）の習得と仮設備に対する安全確認能力向上のための教育の徹底

⑥ 化学物質取り扱いにおける化学物質管理者・保護具着用管理責任者・金属アーク溶接作業主任者の選任の周知・徹底

① 本質安全化による危険の排除、工学的な安全対策の推進、安全衛生管理組織の整備、作業計画書及び作業手順書の周知と実施徹底、保護具の適正使用の徹底

（崩壊・倒壊、飛来・落下、墜落・転落、はさまれ・ ② 立入禁止措置、地山の点検、山留支保工の点検徹底による崩壊・倒壊災害の防止。荷運搬における積荷の確実な固定及び安定確認の徹底

③ 現場の危険性や安全関係法令について教示補助する AI等IOT技術の活用の検討と推進

最　重　点　施　策 実　施　項　目
年度スケジュール

② 工事及び化学物質等による リスクアセスメントを取り入れた施工計画書・作業手順書の作成と周知教育、確実な運用（ＰＤＣＡの実践）

（AA-COHSMSの４本店展開） ③ 作業所と施工協力会「栄々会」が一体となった安全管理活動の推進　（本店長・栄々会合同パトロールの実施等）

① 計画段階から安全確保を優先したリスク低減対策の策定。ダブルセイフティーの実施。 ヒヤリハット事例・災害事例等情報収集と水平展開の実施

② 安全衛生関係法令等の理解と現場の危険性を実践的に学ぶ 新たな教育プログラムの実施による安全力の向上

備　考

① 店社と作業所が一体となった安全衛生マネジメントシステム（目標を達成するため安全衛生活動のPDCAサイクルを継続的に実施）

最重点目標  労働災害の撲滅（重篤災害ゼロ） 安　全　＋　第　一

　　　　過信を捨てて確信つかめ　AI凌ぐ安全意識
　　　　その目その足その手でつくる　快適職場に事故は無し

安全衛生上
の課題及び
特定した危
険性又は有
害性 (最重
点施策)

３.リスク評価の高い災害防止対策の徹底（崩壊・倒壊、飛来・落下、
　　墜落・転落、はさまれ・巻込まれ、転倒、交通事故、激突、
　　動作の反動・無理な動作、切れこすれ、熱中症、有害物との接触）

安全は作業の一部ではなくすべての基盤　今日の安全行動が明日の信頼と未来をつくる
Safety is not part of the job—it’s the foundation.

Today’s actions build tomorrow’s trust.

基本方針

関係者全員が、労働災害防止の重要性を深く認識し、労働安全衛生に
関する法令等を遵守し、危険に対する感受性を高め、不安全を見逃さ
ない積極的な安全衛生活動を展開し、「安全」と「健康」の確保を最
優先し、安全で快適な職場環境の形成を目指す

青木あすなろ建設　安全衛生委員会

安全スローガン


